
町では、平成 年度の管内除雪計画に基づき除雪事業を実施します。なお、今年度より町直営での除町では、平成 年度の管内除雪計画に基づき除雪事業を実施します。なお、今年度より町直営での除
雪を廃止し業者への全面委託となりました。町民が安心して日常生活や産業活動ができるように冬季道雪を廃止し業者への全面委託となりました。町民が安心して日常生活や産業活動ができるように冬季道
路の交通確保に全力をそそいでおりますが、除雪をスムーズに行うため、次のことに注意してご協力を路の交通確保に全力をそそいでおりますが、除雪をスムーズに行うため、次のことに注意してご協力を
お願いします。お願いします。

（

）路
上
駐
車
は
し
な
い
で
下
さ

い
。

（

）除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
の

で

以
内
に
近
寄
ら
な
い
で
く

だ
さ
い
。

（

）風
向
き
や
道
路
条
件
な
ど
に

よ
っ
て
は
、
右
側
除
雪
も
行
い
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
作

業
中
は

黄
色
回
転
灯

を
点
灯

し
て
い
ま
す
。）

（

）路
上
で
車
が
故
障
等
に
よ
っ

て
動
か
な
く
な
っ
た
時
は
、
必
ず

目
印
の

赤
旗

を
で
き
る
だ
け

高
く
立
て
て
く
だ
さ
い
。（
除
雪

車
が
発
見
で
き
ず
に
衝
突
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
。）

（

）屋
根
雪
の

雪
お
ろ
し

は

町
内
会
等
で
一
斉
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
し
、
上
北
地
域
県
民
局
地

域
整
備
部
、
又
は
役
場
の
運
搬
・

排
雪
計
画
に
一
致
す
る
よ
う
に
事

前
に
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）除
雪
作
業
に
入
る
前
に
私
有

物
の
有
無
を
確
認
く
だ
さ
い
。

（

）除
雪
作
業
中
の
物
件
破
損
・

ケ
ガ
人
等
が
発
生
し
た
ら
、
す
ぐ

に
上
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備

部
、
又
は
役
場
産
業
建
設
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（

）道
路
で
遊
ぶ
の
は
危
険
で
す

の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

（

）玄
関
前
の
雪
は
各
家
庭
で
除

雪
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
常
駐
す

る
職
員
が
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

意
見
ご
要
望
等
は
左
記
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

ご
要
望
・
お
問
合
せ

役
場
産
業
建
設
課

（

）（
内
線

・

）

上
北
地
域
県
民
局
地
域
整
備
部

（

）

融雪溝を利用する時は、次のことに注意しながら安全にご
利用ください。
車両の多い道路上での作業となるため、交通事故やケガに

注意しましょう
融雪溝の上は歩道となっております。ものを挟んで高くする

ことは絶対やめてください。
フタを開けたら歩行者や車両に危険を知らせるため、コー

ンなどの目印を立てましょう。
事故の原因となりますので雪捨てが終わったら、フタはき

ちんと閉めることを守りましょう。
水路が詰まる原因となりますので、大きな雪の塊は小さく

砕き、雪は足で踏み固めないよう、またゴミなどは取り除き
ましょう。
フタが凍って開かないときは、無理にたたかないで、お湯

などで解かしましょう。
空家や高齢者宅の前は隣近所が協力しあい、高齢者や子供

たちが安全に通れるように雪処理をしましょう。
なっちゃんのイラストが描かれた所には雪を捨てないでく

ださい。止水弁があり、水路が詰まる原因になります。
融雪溝利用時間
三保川以南地区 朝 時 分 時 分

昼 時 分 時 分
夕 時 分 時 分

なお、ポンプ場からの距離により水の到着する時間に大き
な差が生じます。
三保川以北地区
利用時間は定めませんが隣近所と話し合い、前後の雪解け
状況を随時確認の上、無理のない利用をお願いします。

交通事故やケガ

。ものを挟んで高くする
ことは絶対やめてください。

コー
ンなどの目印を立てましょう。

フタはき
ちんと閉める

塊は小さく
砕き、雪は足で踏み固めない

お湯
などで解かしましょう。

隣近所が協力

なっちゃんのイラスト



青
森
地
方
法
務
局
と
青
森
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
平
成

年
度
の
啓
発
活
動
重
点
目
標
に

み
ん
な
で
築
こ
う

人
権
の
世

紀

考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち
・

育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心

を

掲
げ
県
民
の
み
な
さ
ん
に
人
権
尊

重
思
想
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

当
町
で
は
人
権
相
談
を
、
毎
月

第

水
曜
日
午
前

時
か
ら
正
午

ま
で
役
場

階
小
会
議
室
で
開
設

し
て
い
ま
す
。

本
年

月

日
か
ら

日
ま
で

は

第

回
人
権
週
間

で
す
。

昭
和

年

月

日
第

回
国
際

連
合
総
会
で
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
て
以
来
、
国
連
で
は
こ
れ

を
記
念
し
、
毎
年

月

日
を

人
権
デ
ー

と
定
め
、
各
国
で

は
基
本
的
人
権
尊
重
の
精
神
を
徹

底
さ
せ
る
た
め
の
記
念
行
事
が
行

わ
れ
ま
す
。

人
権
週
間

に
当
た
り
、
私

た
ち

人

人
が
人
権
に
つ
い
て

考
え
明
る
く
豊
か
な
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。
毎
日
の
生
活
の
中

で
お
困
り
の
と
き
は
お
気
軽
に
お

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

日
時月

日（
月
）

午
前

時

午
後

時

場
所

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が

で
重
い
障
害
が
残
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け

な
い
人
生
の

万
が
一

も
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で

す
。国

民
年
金
は
、
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、

支
給
さ
れ
る
年
金
の
半
分
の
額
が

国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な

ど
、
と
て
も
有
利
で
安
心
な
制
度

で
す
。

義
務
と
権
利

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の

歳

か
ら

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
方
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ

り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。

加
入
の
手
続
き

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方

で
、

歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保

険
者
と
な
る
方
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
で
直
接
、
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方

は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
の
猶
予
・
免
除

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
平
成

年
度
の
保
険
料
額
は
、

月
額

万

円
で
す
。

学
生
で
あ
る
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
下
さ
い
。

お
問
合
せ

青
森
地
方
法
務
局
む
つ
支
局

む
つ
市
金
谷

丁
目

の

（

）

ま
た
、
青
森
地
方
法
務
局
で
は
、

子
ど
も
人
権

番

（

）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（

）

も
開
設
し
て
い
ま
す
。人権に関する相談）

三 浦 ミ ツ

三保野 番地 （ ）

梅 村 和 夫

寺下 番地 （ ）

竹 田 武 美

大豆田 番地 （ ）

行政が行う仕事についての苦情・意見等）

猪 股 博 美

椛名木 番地 （ ）

役
場

階
小
会
議
室

相
談
担
当
者
人
権
擁
護
委
員

お
問
合
せ

役
場
総
務
課
総
務
防
災

（

）

（
内

）

申込条件 当町在住の一般町民の方で、それぞれ
昭和 年、 昭和 年、 昭和 年、 昭和 年、 昭和 年、 昭和 年生の方

募集人数 各年代男女 名ずつ、先着順とさせていただきます。
申込方法 下記お申込先までお電話下さい。
申込期限 平成 年 月 日（火）
お申込み・お問合せ 役場総務課企画財政グループ （内線 ）



年

月

日
、
東
北

新
幹
線
全
線
開
業
と

大
湊
線

へ
の
新
型
リ
ゾ
ー
ト
列
車

リ

ゾ
ー
ト
あ
す
な
ろ

の
導
入
を
記

念
し
て
、

下
北
駅
前
で
記
念

イ
ベ
ン
ト

下
北
ほ
っ
か
む
り
行

商
隊

を
開
催
し
ま
す
。
名
前
の

と
お
り
、
ほ
っ
か
む
り
し
た
行
商

に
見
立
て
た
売
り
子
が
駅
構
内
を

歩
き
回
り
、
デ
パ
ー
ト
で
は
売
っ

て
い
な
い
下
北
ら
し
い
食
・
土

産

を
販
売
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
お
り
ま
す
。
昔
懐
か
し
い

商
品
や
振
る
舞
い
鍋
を
ご
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
是

非
下
北
駅
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合
で
は

旧
医
師
住
宅
跡
地
を
一
般
競
争
入

札
に
よ
り
売
却
致
し
ま
す
。
質
問

等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

問
合
せ
下
さ
い
。

問
合
せ
先

北
部
上
北
広
域
事
務
組
合

公
立
野
辺
地
病
院
管
理
課

（

）

（
内
線

・

）

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、

国
民
年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ

て
い
る
と
、
老
後
の
年
金
を
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、

万
が
一

の
と

き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度

は
、

所
得
が
な
い
学
生
の
方
の
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自

営
業
者
の
方
な
ど
は
、
経
済
的
な

理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
に
、
ご
本
人
の
申
請

に
よ
っ
て

保
険
料
免
除
制
度

や

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

を

利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

障
害
認
定
基
準
の
一
部
改
正

厚
労
省
年
金
局
は
、

月

日

付
の
通
知
で
、
国
民
年
金
の
障
害

基
礎
年
金
、
厚
生
年
金
の
障
害
厚

生
年
金
の
認
定
基
準
と
な
る

国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
障
害
認

定
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
と

発
表
し
た
（
実
施
は

月

日
）。

今
回
の
改
正
は
、
精
神
、
呼
吸

器
疾
患
及
び
心
疾
患
の
三
種
類
の

障
害
の
一
部
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
、
障

害
厚
生
年
金
の
請
求
時
に
必
用
と

な
る
診
断
書
の
一
部
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
当
分
の
間

は
、
従
前
の
診
断
書
の
使
用
も
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。

問
合
せ
先

役
場
税
務
町
民
課
町
民

（

）

（
内

）

む
つ
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

（

）

日
時月

日（
土
）・

日（
日
）

時

時

場
所

下
北
駅
前
、
下
北
駅
構
内
、

リ
ゾ
ー
ト
あ
す
な
ろ
列
車
内

主
催

ぷ
ら
っ
と
下
北

共
催

下
北
観
光
協
議
会

そ
の
他

月

日（
日
）に
実
施
し
た

下
北
ら
し
さ
っ
て
何
だ
べ
？
！

み
ん
な
で
シ
モ
キ
タ
鑑
定
談

フ
ォ
ー
ラ
ム

に
続
く
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

ぷ
ら
っ
と
下
北
事
務
局

（

）（

共
用
）

所在地番
地目

（現況）

面積

（ ）

用途
説明会日時 入札日時

容 建

野辺地町字二本木

字前田 番地

田

（宅地）

住居 平成 年 月 日（金）

午後 時 分から

公立野辺地病院中央棟

階会議室

平成 年 月 日（月）

午後 時 分から

公立野辺地病院中央棟

階会議室

町
で
は
、
例
年
、

自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報

費
と
し
て
受
け
入
れ
る
受
託
事
業

費
を
財
源
と
す
る

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業

の
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

現
時
点
で
詳
細
は
不
明
で
す

が
、
普
段
必
要
と
し
て
い
る
備
品

や
実
施
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

申
請
予
定
の
町
内
会
等
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
申
請
書
の
作
成
な
ど

に
つ
い
て
、
お
早
め
に
ご
相
談
下

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
の
種
類

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（

万
円

万
円
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必

要
な
施
設
又
は
機
械
の
整
備

緑
化
推
進
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業

（

万
円

万
円
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
に
よ
る
植

樹
・
植
栽
又
は
そ
の
維
持
管
理
を

中
心
と
し
た
緑
化
推
進
活
動

自
主
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

（

万
円

万
円
）

自
主
防
火
組
織
、
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
又
は
そ
の
連
合
体
が
行
う
災

害
の
被
害
防
止
及
び
軽
減
活
動
に



青
森
労
働
局
で
は
、

解
雇
、

雇
止
め
、
賃
金
の
引
き
下
げ

等
の
労
働
条
件
の
ほ
か
、

い
じ

め

な
ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
労
働
者

や
事
業
主
か
ら
の
相
談
を
、
専
門

の
相
談
員
が
無
料
で
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。
ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
い
つ

で
も
気
軽
に
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

こ
の
他
に
、
無
料
の
個
別
紛
争

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

青
森
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・

指
導
、
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん

制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（

）

又
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督

署
内
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
へ

青
森
労
働
局

サ
イ
ト

む
つ
総
合
病
院
で
は
、
年
末
の

月

日（
水
）か
ら
翌
年

月

日（
月
）ま
で
を
休
診
日
と
致
し
ま

す
。な

お
、
救
急
患
者
に
つ
き
ま
し

て
は
、

時
間
受
付
し
て
お
り
ま

す
。問

合
せ
先

む
つ
総
合
病
院

総
務
課

庶

務
係

（

）
（
内
線

）

放
送
大
学
で
は
平
成

年
度
第

学
期
（

月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育

の
大
学
で
す
。

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

歳
以
上
の
方
な
ら
、

科
目

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計

調
査
を
平
成

年

月

日
現
在

で
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

長
年
ご
使
用
の
暖
房
器
具
で
、

経
年
劣
化
が
原
因
の
火
災
事
故
が

起
き
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
日
頃
か
ら
製
品
と
そ

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

か
ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科

目
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を

お
持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は

な
く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
、

年
以
上
在
学
し
て
、

単
位
を
修
得
し
卒
業
す
る

と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び

た
い
方
に
は

放
送
大
学
エ
キ
ス

パ
ー
ト

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
は

月

日
ま
で
。

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
請

求
下
さ
い
。
ま
た
、
放
送
大
学

サ
イ
ト
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

問
合
せ
・
ご
請
求
先

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー

（

）

八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

（

）

放
送
大
学

サ
イ
ト

本
年

月
か
ら
来
年

月
に
か
け

て
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

本
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活
動

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
調
査
し
ま
す
。
本
調
査

は
、
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
あ

り
、
調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企

業
・
大
学
で
の
研
究
資
料
、
小
・

中
・
高
等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
提
出
し
て
頂
く
調
査

票
に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

経
済
産
業
省

青

森

県

横

浜

町

お
問
合
せ

役
場
総
務
課
企
画
財
政

（

）

（
内

）

直
接
資
す
る
も
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業

（
総
事
業
費
の

分
の

以
内
、

万
円
を
限
度
）

多
目
的
な
総
合
施
設
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
自
治
会
集
会

所
等
）
の
建
設
整
備

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

（

万
円

万
円
）

青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る

た
め
、
主
と
し
て
小
中
学
生
が
参

加
す
る

ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動

文
化
・
学
習
活
動

そ
の
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

イ
ベ
ン
ト
等
を
対
象
に
助
成

助
成
対
象
事
業
者

自
治
会
・
町
内
会
等
の
地
域
的

な
共
同
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

又
は
連
合
体

詳
し
く
は
、お
問
合
せ
下
さ
い
。

申
請
方
法

申
請
書
等
必
要
な
資
料
に
つ
い

て
は
、
役
場
総
務
課
企
画
財
政

に
お
い
て
指
示
し
ま
す
。

ま
た
、
申
請
事
業
が
助
成
対
象

と
な
る
か
ど
う
か
の
確
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
下

さ
い
。

募
集
期
限

平
成

年

月

日（
金
）

お
申
込
み
・
お
問
合
せ

役
場
総
務
課
企
画
財
政

（

）

（
内

）



書 名 著 者 名

おしんの遺言 橋田 壽賀子

ツリーハウス 角田 光代

通りゃんせ 宇江佐 真理

母 オモニ 姜 尚中

マボロシの鳥 太田 光

ゆんでめて 畠中 恵

面白くてよくわかる！万葉集 根本 浩

現代語裏辞典 筒井 康隆

プロ野球最期の言葉 村瀬 秀信

野菜の裏側 河名 秀郎

子どもに薬を飲ませる前に読む本 山田 真

団塊モンスター 高井 尚之

秘境に学ぶ幸せのかたち 田淵 俊彦

他

書 名 著 者 名

うらやましやゆうれい 苅田 澄子

どんぐりむらのぼうしやさん なかや みわ

ふうとはなとうし いわむら かずお

ひっつき虫観察便利帳 岩槻 秀明

他

今回のテーマは、

クリスマスの絵本

横浜町民図書館

クリスマスの絵本

日
時月

日（
水
）

日（
火
）

時

分

時

分

場
所

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

（
直
売
所
ハ
ン
ズ
及
び
大
温
室
）

販
売
品

シ
ク
ラ
メ
ン
、ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、

洋
ラ
ン
、
各
種
鉢
花
、
正
月
用
き

り
花
、
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
他

期
間
中
、
園
芸
商
品

％
割
引

（
友
の
会
会
員

％
割
引
）

お
問
合
せ

月
・

月
の

講
習
会
の

お
知
ら
せ
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
触

っ
た
こ
と
が
な
い
方
も
お
気
軽
に

お
越
し
下
さ
い
。

各
講
習

定
員

名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
先

（

）

横
浜
町

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

場
所

地
域
・
学
校
連
携
施
設

会
議
室

電
気
毛
布
・
電
気
カ
ー
ペ
ッ

ト
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
を
ご
使
用

の
方
、
ヒ
ー
タ
ー
線
に
重
な
り

や
、
ル
ー
プ
状
、
折
り
ぐ
せ
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
中
央
部
が
極

度
に
へ
こ
ん
だ
り
、
片
側
に
引
っ

張
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
合
わ
せ
て
こ
ん
な
こ
と

も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
下
さ
い
。

外
出
時
や
使
わ
な
い
と
き
は
、

必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ

グ
を
抜
い
て
下
さ
い
。

表
面
に
傷
や
破
れ
が
あ
っ
た
り
、

内
部
が
露
出
し
て
ヒ
ー
タ
ー
線
が

見
え
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
て
下
さ

い
。
電
源
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト

か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を
抜
い
て
、
販

売
店
ま
た
は
メ
ー
カ
ー
の
お
問
合

せ
先
に
ご
相
談
下
さ
い
。

詳
し
く
は

社
団
法
人
日
本
電
気
工
業
会

サ
イ
ト

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮

東
北
町
大
字
大
浦
字
南
平

（

）

横
浜
中
学
校
敷
地
内

校
舎
左
奥

無
料
相
談
受
付
時
間

午
前

午
後

月

日

月

日
ま
で
年

末
年
始
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

開催日 講習時間 講 習 内 容

月 日（木）
パソコンにさわってみよう
スタート編
パソコンにさわってみよう
スタート編

月 日（火）
パソコンにさわってみよう
パソコンを動かしてみよう
パソコンにさわってみよう
パソコンを動かしてみよう

月 日（木）
パソコンにさわってみよう
文字入力
パソコンにさわってみよう
文字入力

月 日（火）
パソコンにさわってみよう
インターネットを見てみよう
年賀状作成講習
オリジナルな文面を作ろう

月 日（木）
ヤフーからお買いものを
体験してみましょう
年賀状作成講習
大量の宛名印刷を簡単に！

月 日（火）
ブログを始めよう！

ヤフーからお買いものを
体験してみましょう

月 日（火） パソコンにさわってみよう
スタート編

年 月 日 パソコンにさわってみよう
パソコンを動かしてみよう

開催日 講習時間 講 習 内 容
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